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事業仕分けの結果に対する検討結果 

事業名 観光ＰＲ事業 仕分け結果 要改善 

○仕分け結果に対する所管課の検討結果 

・ やまなし観光推進機構負担金は、金額の軽減が図れるよう働きかけるとともに、他

の補助金も含め見直しを行う。 

・ 市の観光パンフレットについては、対象と目的に沿ったパンフレット作成を検討す

る。 

・ 観光キャンペーンの実施方法について検討する。 

 

 

○来年度の事業内容（変更点） 

・ やまなし観光推進機構負担金は、機構に負担金の根拠や割合等を確認し、金額につ

いて減額してもらえるよう働きかける。 

・ 他の補助金等は、負担割合や補助目的、効果などを検討するとともに、前年度より

減額する。 

・ 観光パンフレット作成は、パンフレットの対象者や目的に沿った作成ができるよう

検討する。 

・ 観光キャンペーンは、マスコミを活用した周知方法などの検討を行う。 
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事業仕分けの結果に対する検討結果 

事業名 
キッチン事業（子育て支援センター食育

事業） 
仕分け結果 不要・凍結 

○仕分け結果に対する所管課の検討結果 

・ 食と農の杜づくり課のキッチン事業（子育て支援センター食育事業）は廃止する。 

・ 乳幼児を持つ母親の食に関する知識や技術不足が乳幼児健診などを通して伺える。 

・ 母親の食習慣は子どもにも影響を与えるため、乳幼児を持つ母親へ食や健康に関す

る知識や技術などを伝えるための食育事業を実施する必要がある。 

 

 

○来年度の事業内容（変更点） 

・ 地域子育て支援拠点事業の中で食育教室を実施する。（子育て支援課） 

・ 乳幼児健診の際に食育教室の周知を行い参加者の拡大を図る。（健康増進課） 
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事業仕分けの結果に対する検討結果 

事業名 普通財産処分事業 仕分け結果 要改善 

○仕分け結果に対する所管課の検討結果 

・ 公有財産（固定資産）台帳の見直し、整備を喫緊に進める。 

・ 普通財産の処分、利活用についての方向性を検討する。 

 

 

○来年度の事業内容（変更点） 

・ 来年度以降、主に外部委託により、公有財産（固定資産）台帳の整備を進め、所

有する資産の評価を行う。 
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事業仕分けの結果に対する検討結果 

事業名 結婚支援事業 仕分け結果 不要・凍結 

○仕分け結果に対する所管課の検討結果 

・ 結婚相談員連絡協議会の運営方法を検討する。 

・ 結婚相談所の開設方法を検討する。 

・ 婚活イベントは、協議会で行わず民間への補助などにより実施する。 

・ 相談員のスキルアップや未婚者の意識改革を行う必要がある。 

 

 

○来年度の事業内容（変更点） 

・ 結婚相談員連絡協議会への補助金は廃止し、相談員報酬に見直しを行う。 

・ 結婚相談員の人数及び結婚相談所の開設場所、日時を見直す。 

・ 婚活イベントを民間団体へ依頼し開催する。 

・ 相談員向け学習会を開催する。 

・ 未婚者向け学習会を開催する。 
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事業仕分けの結果に対する検討結果 

事業名 宅地分譲事業 仕分け結果 要改善 

○仕分け結果に対する所管課の検討結果 

・ 現状の分析に基づく企業への広告を行う。 

・ 引き続き、市ホームページ、広報ほくとでの周知、及び市営住宅入居者への案内を

行う。 

・ 観光パンフレット地図部への掲載について担当課と協議する。 

・ 市内企業従業員への案内を行う。 

・ 不動産業者への媒介を検討する。 

 

 

○来年度の事業内容（変更点） 

・ 事業内容は変更しない。 

・ 定住促進企業アンケート結果を踏まえ、市内企業への案内を行う。 

・ 市営住宅入居者への案内を継続する。 

・ 市ホームページのメンテナンスを実施する。 

・ 山梨県宅地建物取引業協会への媒介を検討する。（現在の販売価格での手数料は３６

万円） 

・ 観光パンフレットへの掲載協議を行う。 
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事業仕分けの結果に対する検討結果 

事業名 
住宅用太陽光発電システム設置費補助

金 
仕分け結果 要改善 

○仕分け結果に対する所管課の検討結果 

・ 本市は、全国有数の日照時間を誇っているため、市の特性を活かした取り組みとして、

再生可能エネルギー利用の普及促進と環境保全意識高揚は、地球温暖化防止の一環とし

て重要なことから、太陽光発電システムの設置の推進は有効である。 

・ 固定価格買い取り制度の価格が年々下落（Ｈ２４・４２円、Ｈ２５・３８円、Ｈ２６・

３７円）していることから、国及び県の補助制度が平成２５年度をもって廃止された。 

・ 本市は恵まれた地域を活かした再生可能エネルギーの更なる普及促進に積極的に取り

組んでいることから、新エネルギー推進に関する補助金を継続していくことは、極めて

重要であるため今後も補助金を継続する。 

・ 今後の事業推進の参考にするため、北杜市住宅用太陽光発電システム設置費補助金交

付要綱第９条に基づき、補助金の交付を受けた者に対し、売電量及び買電量に関するデ

ータ提供や、設置後の感想等を今後も依頼する。 

 

 

○来年度の事業内容（変更点） 

・ 事業内容及び予算額は変更しない。 
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事業仕分けの結果に対する検討結果 

事業名 介護慰労金支給事業 仕分け結果 要改善 

○仕分け結果に対する所管課の検討結果 

・ 利用者は平成２０年のピーク時には１０名であったが、年々減少傾向にある。 

また、事業要件に該当する者も、事業開始時と比べ少なくなっている。 

・ 慰労金受給後に介護認定を受けた利用者については、介護保険事業の利用をして

おり、在宅での生活を持続可能にし、介護者への負担が軽減している場合がほとん

どである。 

・ 要介護状態にある高齢者の早期発見と必要な方への介護保険の利用促進と相談、

支援体制を強化する必要がある。 

・ 介護保険事業計画の策定委員会において、事業の廃止について意見を伺った。 

 

 

○来年度の事業内容（変更点） 

・ 検討結果を踏まえ、介護慰労金支給事業は廃止する。 
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事業仕分けの結果に対する検討結果 

事業名 
緊急通報対策等整備事業（ふれあいペン

ダント事業） 
仕分け結果 要改善 

○仕分け結果に対する所管課の検討結果 

・ 申請には、地域協力員３名の確保が要件となっているが、高齢化が進み協力員３

名の確保が困難な場合等があるので、要件緩和を検討する。 

・ 当面は、ふれあいペンダントで対応するが、今後開発されるであろう多方面の機

種等の内容を注視する。（老朽化した機種については、新規購入費等を検討する。） 

・ 対象者の把握については、介護支援課と協議し、介護認定の階層等を把握し対応

する。 

 

 

○来年度の事業内容（変更点） 

・ 第４次老人福祉計画・介護保険事業計画策定委員会において、事業仕分けの結果

を踏まえ、所管課の検討結果を報告し、申請要件の一つである地域協力員３名の確

保要件を緩和する。 
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事業仕分けの結果に対する検討結果 

事業名 保育園事業（保育園バス） 仕分け結果 不要・凍結 

○仕分け結果に対する所管課の検討結果 

・ 「市子ども･子育て会議」の意見を伺い、平成２７年度末をもって、通園バス廃

止の検討を進める。 

・ 保護者説明会を平成２７年度に実施し、廃止を周知する。 

・ 園外活動については、既存バスを最低必要数所持する中で対応するものとし、不

要となるバスについては売却等を検討する。 

 

 

○来年度の事業内容（変更点） 

・ 「市子ども･子育て会議」の意見を伺い、保護者説明会において、通園バス廃止 

を周知する。 
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事業仕分けの結果に対する検討結果 

事業名 生涯学習推進事業 仕分け結果 要改善 

○仕分け結果に対する所管課の検討結果 

・ 生涯学習情報誌「まなびの杜」は、市民が生涯にわたり、学び続けられるよう学習の

機会や情報を提供し、自主的学習活動を支援・充実させるための手段として必要である

ため、掲載内容、ページ数、発行方法などを検討し効率的に発行する。 

・ アンケート調査や他自治体の事例研究を行い、市民が手にとって見てもらえる魅力あ

る情報誌の編集に努める。 

・ 各種社会教育講座については、新たな受講者を発掘しながら多くの市民に学習機会の

提供に努めるため、費用対効果等の検証とともに、アンケート調査により市民ニーズに

対応した講座を企画する。 

 

 

○来年度の事業内容（変更点） 

・ 生涯学習情報誌「まなびの杜」については、掲載内容、ページ数、発行方法などを見

直し、引き続き全戸配布する。 

・ 社会教育講座については、南アルプスエコパーク登録関連など市の推進する施策に関

する講座、税金・年金・介護などの身近な問題に関する講座や本市の自然や歴史を題材

にした講座を企画する。 

また、高齢者の社会活動を促すことを目的とした「高齢者学級」なども積極的に 

開催する。 

・ 「ほくとふれあい塾」については、社会教育委員と協議しながら魅力ある講座を 

企画し、特色ある連続講座とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


